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成田空港対策協議会

トルコ共和国 イスタンブール国際空港視察の目的
☆令和7年度成田空港対策協議会は2025年11月12日(水)から16日(日)まで、世界三大ハブ空港(ロンドン＝ヒースロー空港、シンガポール＝チャ
ンギ―空港、カタール・ドーハ＝ハマド空港)の一角に入りたいと画策しているトルコ共和国のイスタンブール空港にその設備の壮大さと先進
性、また、将来に亘っての機能強化策などを勉強する為に視察を行いました。

現在、成田国際空港は新たな機能強化が進行中であり、2029年3月を目途にB滑走路の3,500ｍ延伸化、新たに1,099平方メートルの敷地拡大
と3,500ｍ新C滑走路の建設、圏央道の大栄～松尾横芝間の完成と四車線化、そして北千葉道路の全通などを懸命に進めております。首都圏空港
である一方の羽田空港は現状から言えば、国内・国際路線を合わせると既にキャパシティーの100%に近い年間発着量50万回近くに達しており、
これ以上の供給は厳しくなっています。残るは成田国際空港が一日も早く3本の滑走路を確保して、年間50万回の発着量を可能にすることです
が、これを達成することにより政府の目標である成田・羽田を合わせて100万回を実現できる訳です。

成田空港のターミナルは現在の第1ターミナル、第2ターミナル、そしてLCC専用の第3ターミナルの3つが機能していますが、新たなC滑走路
の完成後はやはり第4ターミナルの建設が必須となって来ます。しかしながら第1タ、第２タの老朽化や成田空港までの鉄道輸送増強の為のJR・
京成の両複線化などが昨今議論され、また各ターミナル間の移動というデメリットを考えると、効率的なワンターミナルを将来的に建設する方
が遥かに正しい選択であるとも議論が進んで来ています。何れにしても国家プロジェクトとしての2029年3月までの機能強化策は、残念ながら
未だに取得出来ていない用地が14%弱残っており、達成には時間的にもかなり厳しくなっています。建設予算も人件費や建築資材の高騰によっ
てまだまだ莫大な金額が掛かりますが、何としても日本国を挙げて完成に導きなければならない大きな課題であります。

現在の日本国としては、大きな国家経済戦略の一つにインバウンドによる『観光需要拡大』があることは間違いありませんが、その効果は
近い将来15兆円に達すると言われています。15兆円と言えば『日本の自動車業界』の売上と同じ水準であり、いかに今後の日本の経済の柱とな
ることが伺えます。そんな意味でも成田国際空港の機能強化は待ったなしです。

☆～～以上のような事を背景として(IST)トルコ・イスタンブール空港視察の目的は???
＊2018年10月29日に開港した新空港。アタテュルク国際空港の機能を全て受け継ぎ、敷地面積は壮大な7,659ha(現状の成田の6.4倍)を誇り
滑走路4本(4,100m×2本、3,750m×2本)、ワンターミナル方式、そして敷地内に4つの異なるエリアを計画。(セントラル・物流・医療など)
将来的には9本の滑走路を持つ年間1億5千万人を受け入れる空港を目指し、最終的には年間2億人を視野に入れて世界最大の空港として君臨
することを計画しています。ヨーロッパとアジアとの中継点である立地条件を武器に、その全貌を少しでも多く確認したいと思います。
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＊イスタンブールにはアジア側にLCCが主に就航しているを持つ（SAW）サビハ・ギョクチェン国際空港（国際線・国内線)が在ります。その面
積は僅か650haになりますが、滑走路は3,000ｍ×45と、3,500ｍ×60の2本で、年間旅客数4,148万人(2024年)の実績を有しています。
ターミナルは国際・国内共通の構造になっており、112のチェックイン、24のオンラインチェックインカウンター、VIPビル、ビジネスラウ
ンジ付のエプロンビューイングCIPホールを備えています。その空港はどのようにイスタンブール新空港と機能分担をしているのかを探りた
いです。何れの空港も市内から50km程度の距離にあって、どちらもイスタンブール中心街まで地下鉄の路線で結ばれています。

＊イスタンブール空港の年間旅客数は2024年で79,988,272人、成田の約2倍。航空貨物取扱量は1,921,798ｔで成田の1,945,795ｔとほぼ同じで、
欧州では№1の地位を確立しています。ターミナルの大きさは約1,440,000㎡(世界最大級の単一ターミナル)で、韓国のインチョン空港の
(880,000㎡)の1.6倍、同じく成田(897,000㎡)の1.6倍の規模を誇っている。イスタンブール都市部からの交通アクセスは、距離にして約44km。
最短で約50分～80分(地下鉄M11線及び24時間で運行しているバス、タクシー)が有り、地下鉄も2026年4月からは24時間運行を予定している。
建設計画完了時点で、最大22.5万人の雇用創出を見込んでおり、国民経済への貢献として2025年にはGNPの約4.9%を占める規模になるとされ、
観光・貿易・MRO(整備拠点)など多分野に影響。2030年にはGDP比4%の規模の経済的寄与が期待されてる。

＊ターミナルはモダンで広大な空間に、トルコ文化と現代建築の融合を計り、観光客向けに伝統工芸や美術品の展示も豊富。
世界最大級の免税店空間(約5万㎡)と、トルコ文化・宗教・歴史を意識した内装で、芸術的インテリアとデザイン性の高さも観光的要素に利用
されている。また、トルコ航空のハブ戦略との連動を計り、貨物・メンテナンス、商業の空港都市的機能を利用してより未来型空港の在り方を
模索している。

＊イスタンブール空港シティープロジェクトとしては、世界最大の空港であるイスタンブール空港の敷地内、約4,015万㎡のエリアにある4つの
異なる地域で開発が進められています。このプロジェクトに一環として、メインターミナルビルのすぐ隣に「セントラルエリア」と呼ばれる
50万㎡の区域が設計されました。セントラルエリアには、ホテル・オフィス・小売エリア・交流スペース・公園・休憩エリア・モスク・教育
施設、住宅エリア(サービスアパートメント)が含まれており、航空業界の従業員が利用できる宿泊・交流の場となる予定です。
ターミナルとセントラルエリアを結ぶ歩行者道路は、駐車場ブロックや地下鉄駅を通じて途切れることなく接続され、従業員や乗客の移動が
スムーズに行えるように設計されています。
プロジェクトの他の3地域には、物流・医療・小売・オフィスエリアなどの施設を含めることが目標とされています。

＊イスタンブール(IST)とアジア側のサビハ・ギョクチェン国際空港(SAW)との役割分担は???
⇩ ⇩ ⇩ ⇩
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＊トルコ (IST) イスタンブール空港 視察報告

＊2025年11月12日(水)より16日(日)までトルコ・イスタンブールへ行って参りました。そして2018年にアタテュルク国際空港から受け継いだ
広大で最新鋭のイスタンブール空港の視察を行いました。上記ページに記載してある様にそのターミナルの大きさは想像以上であり、航空機
から降りた瞬間にターミナル通路の長さを体験することになりました。途中、６～7人が乗車出来るカートが有りましたがただ止まっていました。

暫く歩いて1階に降りてから、いよいよ入国手続きゲートを通過。そ
れからまた階段で降りてバッケージクレームに到着。航空機から降
りてから30分強が経っておりましたが、ちょうどバッケージは合わ
せた様に出て参りました。入国審査もスムーズであまり行列が出来
るようなことも有りませんでした。至ってスムーズな感想です。
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＊イスタンブール空港から新市街までの交通手段について
イスタンブール空港からイスタンブールヨーロッパ側の新市街(タクスィム)までは44km。アジア側の中心地カドゥキョイまでは55kmと、東京～
成田間とほぼ同じ距離感であります。交通手段は24時間運行のバス、タクシーの他、昨年イスタンブール空港に地下鉄М11号線空港駅が開業し
て、途中の駅で乗り換えが必要ですが、タクスィムまで1時間程度で行けるようになりました。空港バスはタクスィムにもカドゥキョイにも30
分於きに出て、所要時間は1時間半から2時間程度かかっているようです。イスタンブールの人口は1,565万人(2023年)でバルカン半島最大の都
市であり、中心部の交通渋滞はかなり酷く、世界中からの観光客で賑わう中心部はとくに時間がかかります。タクシーはどこでも手配出来ます
が、運転手によって法外な料金を取られることが多い様なので注意が必要です。バス・地下鉄であれば200～300リラで¥800から¥1,200です。

4両編成の地下鉄なので輸送量は余り期待出来ない!
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＊圧倒的な広さを持つイスタンブール空港
ISTイスタンブール空港は76.5平方キロメートルという圧倒的な面積
を誇る最新の空港施設で、北京の3.3倍、フランクフルトの3.6倍、ロ
ンドンヒースローの6.3倍、アメリカアトランタの約4倍、仁川の1.35
倍、2029年完成予定の成田空港(11.37km＋10.99kme＝22.97km)と比較
すると3.3倍の規模となります。トルコはアジアとヨーロッパとを繋ぐ
架け橋的な国であり、当然ながら世界一位のハブ空港を目指している
訳で、図の様に3時間以内に行けるヨーロッパ・アフリカ・ロシア・
アジアの国々は大変多く、世界のどこにでも約13時間強で行くことが

可能な立地条件を持っています。

第1管制塔

現在ACIデータで国際旅客数、世界6位

6



＊イスタンブール空港の建設計画
2013年に始まった空港建設事業は4つのステージに分かれて建設が進められてい
ますが、2025年には第1ステージがほぼ完了して、現在は第2Ａから第2Ｂと進み
2039年に第4ステージまで終わる予定となっています。プロジェクト全体でかか
る費用はおよそ70億€。日本円で１兆2千6百億円に及んでいます。尚、現在の経
営権は2044年までと明記されています。

現在稼働している滑走路は5本でターミナルは
1つ。(国内線・国際線)2本の17/35方向の滑走
路は4,100m。16/34方向の滑走路は3,750ｍで、
18/36方向の滑走路は3.060ｍと短いですか、将
来は3,750ｍと延伸が予定されています。
滑走路の幅は17L/35Rと16R/34Lは60m。17R/35L
と16L/34R、18/36は45mとなっています。
メイン滑走路としては60ｍ巾の2本と18/36の1
本の合計3本を使用し、後の2本はバックアップ
として利用しているとの事でした。尚、全ての
滑走路はアスファルト舗装であります。
ステージ4では新たなターミナル2も建設して、
滑走路9本を誇る大空港へと発展していく計画
であります。今後ターミナル2と共に建設予定
のRWY09/27滑走路は離陸専用になるそうです。

7



＊コンコース
コンコースはA,B,D,F,Gの5つのコンコース、そして143のボーディング
ブリッジを備える計画であります。ブルーのGは国内線のブリッジです。
この他に国内線バスゲートが13、国際線バスゲートが16の計29ゲートを
確保。将来的にはエアバスA-380の専用ゲート15を含むContact Gateを
114、飛行機の機材を駐機出来るRemote Parkを257用意して、最大で
371機常時待機可能なスペースを確保する計画となっています。
コンコースはCとＥがメインターミナルに繋がる、独立していないコン
コースで、その長さはそれぞれA＝520m、B＝420m、C＝385m、D＝550m, 
E＝385m, F＝520m,国内線のG＝420mとなっています。Moving Walkways 
は167カ所に設置され(9ページを参照)、Buggyは65歳以上、妊婦や2歳ま
での子連れはフリーで利用できます。(10ページを参照)

A

B

C

D
E

F

G
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＊ IGA Airport Operations Center
 この巨大な空港の全てを集中管理しているのが、オペレーションセン

ターです。僅か7席のデスクしかなく、そこは空港の様々な運営を管理
する中心的な部署であり、問い合わせ窓口として、24時間年中無休の
コールセンターも併設しています。管制塔はまだ1つですが、この後
2本の管制塔も完成予定で、どのように数多くの機体を安全に管理する
のか、可能ならば知りたいと思います。計画によれば2039年までには
バックアップ用の滑走路を含む合計9本での運用が始まり、管制塔３本
を駆使しての管理は、それこそＡＩなどを活用してのものになると
思いますが、ＩＧＡ ＩＳＴ Ｓystemsのオペレーションの全貌を出
来れば確認して見たいと大いに思いました。
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＊Jet Fuel Distribution

IＳＴイスタンブール空港の航空燃料の供給システムについては

空港の沿岸に１0万グロストンのJetty-1と、5万グロストンの

Jetty-2が有り、滑走路の近隣には3万立法のタンク10本＝合計

30万立法の容量(16日分のストック)を常時確保しています。地

下に張り巡らせているFurlパイプの総延長は105kmにも成るそう

です。右の2025年現在のイスタンブール空港・上空画像を見る

とまだ滑走路は5本であり、今後は更にパイプラインは伸びて行

くことになると考えられます。
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イスタンブール空港のカーゴスペースは旧アタテュルク空港の４.５倍に達して
いて、自動車の駐車場のスペースも6,000台に及ぶビックスケールを誇ります。

世界の主要空港と比較しても全ての建設工事が完了後は世界ランクトップに躍り出ると思われます。
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14

個人キャリーバック輸送システム
はトルコ最速で世界一の規模を誇っています。



15

イスタンブール空港の安全性を担保する機能と施設です。
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イスタンブール空港のターミナルビル(ワンターミナル)



17

ターミナル内、ランドサイドとエアーサイドの各施設は広大面積を誇ります。



18

イスタンブール空港は全ての人
に快適なスペースを提供します。



19

空港内ホテル施設はランドサイドで277室、エアーサイドで174室を確保しています。



20

イスタンブール空港は全てゲストに各種の情報をコネクトしています。



21

イスタンブール空港のモバイルアプリは正に多彩。本当に便利です。
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40,000台を確保するイスタンブール空港・パーキングの情報も驚きです。
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前述の通りイスタンブール空港シティープロジェクトとしては、世界最大の空港であるイスタンブール空港の敷地内、約4,015万㎡のエリアに
ある4つの異なる地域で開発が進められています。このプロジェクトに一環として、メインターミナルビルのすぐ隣に「セントラルエリア」と
呼ばれる50万㎡の区域が設計されました。セントラルエリア・T1 Core Zoneには、ホテル・オフィス・小売エリア・交流スペース・公園・

  休憩エリア・モスク・教育 施設、住宅エリア(サービスアパートメント)が含まれており、航空業界の従業員が利用できる宿泊・交流の場と
  なる予定です。ターミナルとセントラルエリアを結ぶ歩行者道路は、駐車場ブロックや地下鉄駅を通じて途切れることなく接続され、従業員
  や乗客の移動がスムーズに行えるように設計されています。
プロジェクトの他の3地域には、物流・医療・小売・オフィスエリアなどの施設を含めることが目標とされています。



24

T1-Core Zoneの完成予想図



＊参考! イスタンブール、アジア側の近隣空港であるサビハ・ギョクチェン国際空港(SAW)はLCCの発着が多い既存空港!!!

前述したように敷地面積は 約650ヘクタール（約6.5平方キロメートル）。今回視察した新しいISTは約7,659ヘクタール（約76.6平方キロメート
ル））ですから、規模は比較にならないものですが、イスタンブールのアジア側に位置し、ペガサス航空などのLCCを中心としたハブ空港として
利用されており、年間旅客数は4,000万人超(4,148万人＝2024年)とトルコ国内でも主要な空港の一つとなっています。同空港は滑走路が2本
（3,000m×45mと3,500m×60m）であり、将来的には更なる拡張計画も進められています。さらに、年間約2,500万人の旅客処理能力を持つ新しい
ターミナルは、国内線・国際線ど共通の構造になっていて、112チャックイン、24のオンラインチェックインカウンター、VIPビル、ビジネスラ
ウンジ付のエプロンビューイングCIPホールも備えています。

現在の成田空港の敷地面積の半分のスペースで、年間4,148
万人の旅客数を捌いているギョクチェン空港の存在価値は
益々大きくなっているように思えますが。今回の視察では
直に見学することが出来なかったのは誠に残念でした。
尚、この空港にも地下鉄М４号線が開通していて、イスタ
ンブール中心地と結ばれています。
※右の二枚の空港上空写真はNAAの佐藤 司氏が機内から撮影したものです。
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＊今回の視察のまとめ!!!

○今回の視察で大変お世話になりました下記の皆様にも改めて御礼を申し上げます。

＊IGA Istanbul Airport 
『Aviation Development Senior Analyst 』   Ömer SEFER 様

  『MILLSTONE CAVE SUITES 』 Kafkas KANKILIC 様
＊トルコ語通訳 安達智英子 様

  ＊株式会社グリーンポート・エージェンシー 椎名 芳行 様

＊今回のイスタンブール空港視察で見たものは、大きなスケールの建設計画とその完成までの時間の速さ、そしてワンターミナル内の充実した
設備や機能性の高さなどを確認出来たことでしょう。! しかしながらトルコ共和国の現状を反映してか、急激なインフレによって空港内施設
を利用するにあたって料金が非常に高く、イスタンブールの住人は空港ではなるべく支出を控えて、空港内では食事や買い物をしないとい
う観念が定着しています。これは利用客には決して優しくない点だと思います。イスタンブール内を案内して頂いたKafkasさんや通訳の安達
さんも空港は市内の3倍の価格だと強調していたのが印象的でした。 巨大なワンターミナルですが、今年の3月に視察したシンガポール・
チャンギ―国際空港と比較して、1～4ターミナルを使用しているチャンギ―に対比して、乗り継ぎも大変便利で、乗客にとっては分かりや
すい空港だと思いました。但し、移動距離が断然長い点は払拭出来ないところです。ターミナル内で一番驚いたのが、空港内免税店で売られ
ているほぼ全ての価格設定がユーロ€やドル＄建てであったことでであります。いかにトルコ・リラが弱い通貨であることの証しだと思います
が、その理由をIGAの担当者にお聞きしましたところ、どうしてですかねぇ～とはっきりとは答えてくれませんでした。
今回の視察の時点では工事計画の2A・2Bの段階で、今後2039年までで全ての工事が完了するとのことでしたが、羨ましい点は滑走路や建物

などの施設建設に対して、騒音の苦情などは全く無いとのことでした。早期に世界一の空港を建設するというトルコの意図はしっかりとそし
て確実に遂行されているのを肌で感じた視察となりました。
尚、今回も成田国際空港㈱ NAAの皆様には大変お世話になりましたことを改めて御礼を申し上げます。有難う御座いました。
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